チュータリング・ヒアリングシート
※以下の内容についてチューティーが作成し、チューターとのヒアリング時に状況確認（共有）および目標設定などに役立ててください。
チューティー：所属　　　　　氏名
チューター：所属　　　　　氏名
ヒアリングシート
実行したい課題解決について以下の質問に答えてください。わからないところ、まだ決めてないところは　「未定」と書いて明確になった時点で追加してください。

	1
	チュータリングの目的
	このチュータリングを通して何を手に入れたいです？マネジメントの知識、スキル、チームでの関係性など、あなたの希望、願望などを記入してください。




	2
	チュータリングの目標：チュータリング期間内に達成したいこと
	このチュータリングが終わったときにどのような状態になっていたいですか？何を解決していたいですか？できるだけ具体的に書いてください。また、それが達成できたことは、誰がどのようにして確認することができますか？あわせて記入してください（周囲のステークホルダーからの評価、自己評価、チームのマイルストン達成率、アンケート結果など・・）。




	3
	チュータリングで必ず達成したいこと
	複数の目標があった場合に、必ず達成したいことは何ですか。または、目標が達成できない場合でも、必ずやっておきたいことや満たさなければならない条件があれば書いて下さい。




	4
	チュータリングに期待すること
	目標に掲げるレベルではないけれど、、もし可能であれば達成したいと感じていることがあれば書いてください。




	5
	チュータリングで活用できる資源など
	チュータリングを実施する際に活用できるものや機会があれば書いてください。
例：教科書が手元にある。研修予算がある。アドバイスしてくれる先輩がいる。協力的な上司がいる。学習支援制度がある。自分にマネジメントの基礎知識がある　など




	6
	チュータリング実施時の制約条件
	チュータリングを実施する際の制約条件があれば書いてください（勤務時間・超過勤務時間、チュータリングの準備やまとめに使える時間、エフォートの範囲、実施できる場所、使用機材など）



また、必ず守らなければならない最優先の制約条件を教えてください




	8
	チュータリング実施時の不確実性
	チュータリングの実施や成果に大きな影響を与えそうな不確実なこと（心配なことも含む）は何ですか



それらに対して、どんな対策が考えられますか？




	9
	主要マイルストン
	チュータリング期間中で、チュータリングで達成したい節目（目安の区切り）を５つほどあげてください。また、そしてそれぞれ達成したい時期はいつですか？：






	10
	概算予算
	チュータリングにかけられるコスト（予算）はどれくらいと考えていますか？



チュータリングにかけられる労力（エフォート、あなたの時間）はどれくらいと考えていますか？




	11
	利害関係者（ステークホルダー）
	あなたがチュータリングを実施することで影響を受ける方はどなたですか？チュータリングを成功させるためにその方々とのコミュニケーションをどのように取っていきますか？ 










チュータリング・ヒアリングシート（記入見本）
※以下の内容についてチューティーが作成し、チューターとのヒアリング時に状況確認（共有）および目標設定などに役立ててください。
チューティー：所属　　　　　氏名
チューター：所属　　　　　氏名
ヒアリングシート
実行したい課題解決について以下の質問に答えてください。わからないところ、まだ決めてないところは　「未定」と書いて明確になった時点で追加してください。

	1
	チュータリングの目的
	このチュータリングを通して何を手に入れたいです？マネジメントの知識、スキル、チームでの関係性など、あなたの希望、願望などを記入してください。

フルプロトコールの作成において、短期間でさまざまな文書を同時に作成しなければならないので効率的なスケジュール管理が行えるようになりたい

	2
	チュータリングの目標：チュータリング期間内に達成したいこと
	このチュータリングが終わったときにどのような状態になっていたいですか？何を解決していたいですか？できるだけ具体的に書いてください。また、それが達成できたことは、誰がどのようにして確認することができますか？あわせて記入してください（周囲のステークホルダーからの評価、自己評価、チームのマイルストン達成率、アンケート結果など・・）。

· フルプロトコールの作成が期間内に完了し倫理審査委員会に期日どおり資料提出出来ている。
· 研究責任者からは支援してくれて本当にありがとう助かりましたと言われる。
· 必須文書のそれぞれの作成は8割期限を達成している。
· 品質管理上の問題は指摘されていない。


	3
	チュータリングで必ず達成したいこと
	複数の目標があった場合に、必ず達成したいことは何ですか。または、目標が達成できない場合でも、必ずやっておきたいことや満たさなければならない条件があれば書いて下さい。

· フルプロトコール作成に必要なタスクをもれなくピックアップして可視化する方法をマスターする
· タスクの順序関係を明らかにしたスケジュールを作成できるようになる
· スケジュールに影響を与えるリスクを分析してその対策を実行できるようになる


	4
	チュータリングに期待すること
	目標に掲げるレベルではないけれど、、もし可能であれば達成したいと感じていることがあれば書いてください。

実施施設におけるプロトコール作成のプロセスと手順を整理して作成ガイダンスとして共有できるようになる

	5
	チュータリングで活用できる資源など
	チュータリングを実施する際に活用できるものや機会があれば書いてください。
例：教科書が手元にある。研修予算がある。アドバイスしてくれる先輩がいる。協力的な上司がいる。学習支援制度がある。自分にマネジメントの基礎知識がある　など
· プロトコール作成を経験したスタディマネージャーの先輩にアドバイスを受けることができる
· プロジェクトマネジメントの教科書参考書は支援センターに揃っていていつでも参照できる
· つながり対話会など、外部の勉強会や研修に、月2 、3時間であれば参加してもよいと許可をもらっている
· 参考書は持ち出しが可能で自学自習のため院外で使ってもよいと許可をもらっている

	6
	チュータリング実施時の制約条件
	· チュータリングを実施する際の制約条件があれば書いてください（勤務時間・超過勤務時間、チュータリングの準備やまとめに使える時間、エフォートの範囲、実施できる場所、使用機材など）
· 業務の関係上チュータリングの実施が可能なのは水曜日の3時から5時の間に限られる
· 超過勤務時間内は実施ができない
· チュータリングに使える時間は、準備とまとめに使える時間も含めて一ヶ月に2回、合計で６時間以内と指示されている。
· また、必ず守らなければならない最優先の制約条件を教えてください
１か月間のチュータリング実施時間を6時間以内とすること

	8
	チュータリング実施時の不確実性
	· チュータリングの実施や成果に大きな影響を与えそうな不確実なこと（心配なことも含む）は何ですか
 プロジェクトの進捗会議や研究責任者からの緊急の打ち合わせのために水曜日の3時から5時の間に実施できなくなる可能性がある
· それらに対して、どんな対策が考えられますか？
関係者に、当該時間の業務の実施は難しいことを予め伝えるが、回避できない場合にはほかの日に調整していただけるように上司に許可をもらっておく

	9
	主要マイルストン
	チュータリング期間中で、チュータリングで達成したい節目（目安の区切り）を５つほどあげてください。また、そしてそれぞれ達成したい時期はいつですか？：

1 5月：ゴールイメージを明確にする
2 6月：実際にスケジュールを作成しチームで検討してもらい合意を得る
3 8月：進捗会議にマネジメントツールのフィードバックを得る
4 ９月：スケジューリングの効果性を測定してみる。アンケートを実施する
5 １０月：チュータリングの振り返りを行ない終了する

	10
	概算予算
	· チュータリングにかけられるコスト（予算）はどれくらいと考えていますか？
０円、図書の購入費用は認められると思う
· チュータリングにかけられる労力（エフォート、あなたの時間）はどれくらいと考えていますか？
１ヶ月に6時間（分の人件費）


	11
	利害関係者（ステークホルダー）
	· あなたがチュータリングを実施することで影響を受ける方はどなたですか？チュータリングを成功させるためにその方々とのコミュニケーションをどのように取っていきますか？ 
· 研究責任者、プロジェクトチームメンバー：チュータリングを実施することを伝え水曜日の3時以降は業務ができないことをご理解をいただく。チュータリングで学んだ手法を実際にプロジェクトチームで使用してフィードバックをいただくことをお願いする。これらによってマネジメントの効果成功率性が高まることを説得材料に使う。
· CROのメディカルライティング担当者：水曜日の3時以降は業務に対応できないことを伝える。作成依頼している文書の作成状況を指定したマイルストーンに従って方をもらうように了解を取る
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